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特集 決算手続き・通常総会開催の流れ
■　―いま、これを伝えたい！―
 湯田温泉旅館協同組合

■　中央会事業開催報告

■　組合等ニュース

■　景況動向

■　シリーズ「ものづくり補助金活用事例紹介」
 永岡鋼業株式会社
 株式会社周南ボーリング

■　“山口のいいもの” を全国に売り出すための戦略を学ぶ
■　決算・税務等講習会を開催

表紙写真説明
「中小企業における防災・減災力向上フォーラム」を開催
 （山口県中小企業団体中央会）
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シリーズ

組
合
で
は
湯
田
温
泉
と
若
者
を
繋
ぐ
架
け

橋
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
若
者
に
関
心
の
高
い
コ
ス
メ

を
通
じ
て
湯
田
温
泉
の
泉
質
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
温
泉
に
来
て
も
ら

う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
平
成
27
年

２
月
、
湯
田
温
泉
の
源
泉
１
０
０
％
で
出

来
た
ミ
ス
ト「
温
泉
ミ
ス
ト 

ゆ
だ
う
る
る
」

を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
ミ
ス
ト
は
、
ボ

ト
ル
デ
ザ
イ
ン
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
至
る

ま
で
す
べ
て
女
性
の
み
で
行
い
、
約
１
０

０
名
が
開
発
に
携
わ
り
ま
し
た
。
３
月
10

日
が
「
ミ
ス
ト
」
と
読
め
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
日
を
ミ
ス
ト
の
日
と
制
定
し
、
開
発

に
携
わ
っ
た
関
係
者
約
80
名
を
招
待
し
て

お
披
露
目
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者

が
ミ
ス
ト
を
掛
け
合
う
「
噴
霧
式
」
で
発

売
を
祝
い
、
出
席
し
た
10
〜
70
代
の
各
年

代
別
の
代
表
者
を
Ｐ
Ｒ
大
使
に
任
命
す
る

な
ど
、
個
性
的
な
販
促
活
動
を
行
い
、
湯

田
温
泉
の
更
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

【
ご
当
地
温
泉
卓
球
を
通
し
て
地
域
活
性
化
】

　

湯
田
温
泉
で
は
、
ス
リ
ッ
パ
を
ラ
ケ
ッ

白
き
つ
ね
が
見
つ
け
た

 
美
肌
の
湯
・
湯
田
温
泉
を
活
性
化
！

―
い
ま
、こ
れ
を
伝
え
た
い
！
―

【組合概要】
　○　理 事 長：宮川　　力
　○　組合住所：山口県山口市湯田温泉５－２－20
　○　☎ 083-920-3000  FAX 083-920-3003
　○　ＨＰ：http://www.yudaonsen.com/
【組合の主な活動】
　共同購買事業、教育情報提供事業等

湯田温泉旅館協同組合

【
湯
田
温
泉
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め

組
合
を
設
立
】

　

当
組
合
は
、「
傷
つ
い
た
一
匹
の
白
き

つ
ね
」
が
見
つ
け
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
山
口
県
有
数
の
観
光
地「
湯
田
温
泉
」

の
旅
館
業
者
が
、
共
同
購
買
事
業
や
観
光

客
の
誘
致
、
共
同
宣
伝
等
に
よ
り
湯
田
温

泉
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
昭
和
33

年
５
月
に
協
同
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

【
若
女
将
ら
女
性
の
力
で
温
泉
ミ
ス
ト
を
発
売
】

　

各
旅
館
の
売
店
で
売
ら
れ
て
い
る
商
品

に
は
、こ
れ
ま
で
湯
田
温
泉
と
名
前
の
入
っ

た
商
品
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
湯
田
温
泉
を
泉
質
の
良
い
温
泉
だ

と
知
ら
な
い
若
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
当

湯
田
温
泉
旅
館
協
同
組
合

ル
フ
レ
ー
ム
切
手
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、

活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

【
組
合
Ｐ
Ｒ
】

　

今
後
も
、
湯
田
温
泉
の
魅
力
発
信
・
活

性
化
に
向
け
て
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ト
に
し
て
卓
球
を
行
う
大
会
「
湯
田
温
泉

ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会
」
を
４
年
前
か
ら
開

催
し
て
い
ま
す
。
他
の
温
泉
地
で
も
身
近

に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
物
を
ラ
ケ
ッ
ト
代
わ

り
に
す
る
卓
球
大
会
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
青
年
部
層
が
中
心
と
な
り
、
ご

当
地
温
泉
卓
球
振
興
協
議
会
を
平
成
23
年

に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
協
議
会
が
主
体
と

な
っ
て
「
ご
当
地
温
泉
卓
球
」
の
全
国
大

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
温
泉
地
の
新
た
な

魅
力
づ
く
り
と
地
域
お
こ
し
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
今
年
の
ご
当
地
温
泉
卓

球
全
国
大
会
は
、
７
月
に
雲
仙
温
泉
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

【
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
Ｐ
Ｒ
】

　

湯
田
温
泉
の
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
「
ゆ
う
太
、
ゆ
う
子
」
を

誕
生
さ
せ
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。
平

成
26
年
11
月
に
は
日
本
郵
便
の
オ
リ
ジ
ナ

技能向上講習

湯田温泉の源泉100％で出来
たミスト「ゆだうるる 温泉
ミスト」内容量：80ｇ　価格
1,100円（税込）湯田温泉の
観光案内所や旅館等で販売中

昨年度行われたご当地卓球全国大会の様子

平成27年春の火災予防運動の一環で一日消
防官に任命される
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中央会事業開催報告

移
動
中
央
会
を
開
催

　

本
会
で
は
、
地
域
・
業
界
の
実
情
を

反
映
さ
せ
た
事
業
を
実
施
し
、
連
携
に

よ
る
課
題
の
解
決
と
地
域
、
業
界
の
活

性
化
を
図
る
た
め
の
懇
談
会
「
移
動
中

央
会
」
を
2
月
下
旬
か
ら
３
月
初
旬
に

か
け
て
、
下
関
・
山
口
・
下
松
の
３
会

場
で
開
催
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
の

場
で
頂
い
た
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

【
雇
用
関
係
】

　

採
用
が
困
難
で
人
材
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
た
め
対
応
策
を
教
え
て
ほ
し

い
。

【
情
報
提
供
】

　

補
助
金
の
情
報
が
欲
し
い
。

【
連
携
】

　

他
組
合
と
の
連
携
を
模
索
し
て
い

る
。連
携
先
の
紹
介
を
し
て
頂
き
た
い
。

【
組
合
活
性
化
】

　

組
合
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
る
方

法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い
。

【
そ
の
他
】

　

経
営
基
盤
強
化
に
繋
が
る
セ
ミ
ナ
ー

や
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
的
に
開

催
し
て
頂
け
れ
ば
良
い
。
決
算
税
務
講

習
会
等
々
の
講
習
会
は
非
常
に
助
か
っ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て

欲
し
い
。

※ 

頂
い
た
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
本
会

で
対
応
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

等
へ
支
援
・
協
力
要
請
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

2月26日に開催した山口会場での様子

中
央
会
理
事
会
を
開
催

　

３
月
10
日
㈪
、
山
口
市
の
ホ
テ
ル
に

お
い
て
本
年
度
第
２
回
理
事
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

伊
藤
会
長
よ
り
「
依
然
と
し
て
中
小

企
業
に
と
っ
て
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
年
度
当
初
、
新
た
に
策
定

し
ま
し
た
中
期
行
動
計
画
「
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
２
０
１
４
」
に
お
い
て
、「
組

合
制
度
等
を
活
用
し
た
連
携
・
創
業
支

援
」、「
既
存
組
織
等
の
活
性
化
支
援
」、

「
中
央
会
の
支
援
機
能
強
化
」
の
３
つ

を
「
柱
」
と
し
て
掲
げ
、「
元
気
で
頼

り
に
な
る
中
央
会
」
を
目
指
し
て
、
会

員
の
皆
様
に
寄
り
添
う
支
援
を
心
が
け

て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。引
き
続
き
、

国
の
掲
げ
る
「
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大

に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
及
び
山
口

県
が
進
め
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
「
活

力
み
な
ぎ
る
県
づ
く
り
へ
の
挑
戦
」
に

呼
応
し
な
が
ら
、
本
会
で
掲
げ
る
中
期

行
動
計
画
を
基
本
に
、
引
き
続
き
、
会

員
組
合
等
及
び
構
成
員
企
業
の
皆
様
の

課
題
解
決
と
成
長
発
展
に
対
す
る
様
々

な
事
業
提
案
を
タ
イ
ム
リ
ー
、
且
つ
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
」と
い
う
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
と
し
て
、
⑴
平
成
26
年
度
一
般

会
計
予
算
の
補
正
に
つ
い
て
⑵
平
成
27

年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算

（
案
）
の
概
要
に
つ
い
て
⑶
新
加
入
会

員
の
承
認
に
つ
い
て
の
３
議
案
が
審
議

さ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
審
議
の
後
、
中
央
会
事

業
の
拡
充
・
強
化
に
向
け
た
今
後
の
中

央
会
の
あ
り
方
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
の
概
要
や
移

動
中
央
会
で
の
コ
メ
ン
ト
紹
介
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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決算日を3/31、理事会を5/10、通常総会を5/25と仮定し、役員改選のある場合

２ヵ月以内

４週間以内７日前までに
10日前
までに

２週間
以内

年
度
末（
決
算
日
）

決
算
関
係
書
類
等
の
作
成

監
事
へ
の
決
算
関
係
書
類
の
提
出

監
事
の
監
査

監
査
報
告
書
の
作
成
・
通
知

出
資
金
の
変
更
登
記

理
事
会
招
集
通
知
の
発
出

理
事
会
の
開
催

総
会
招
集
通
知
の
発
出

通
常
総
会
の
開
催

理
事
会
の
開
催

法
人
税
等
の
確
定
申
告

決
算
関
係
書
類
・
役
員
変
更
届
の
提
出

3/314/104/255/25/105/145/255月末
まで6/8

決
算
書
提
出
を

お
忘
れ
な
く
！

決
算
書
提
出
を

お
忘
れ
な
く
！

【組合決算期の事務手続き手順】

特　　集

届
出
・
登
記
を
お
忘
れ
な
く
！

決
算
手
続
き・通
常
総
会
開
催
の
流
れ

 

決
算
期
の
事
務
手
続
き
の
ポ
イ
ン
ト

⑴　
年
度
末
締
切

　

正
確
な
財
務
諸
表
作
成
の
た
め
、
必
要

な
決
算
整
理
手
続
き
等
（
棚
卸
表
作
成
、

帳
簿
整
理
、
帳
簿
締
切
、
組
合
員
名
簿
整

理
）
を
行
い
ま
す
。

⑵ 　
「
決
算
関
係
書
類
」「
事
業
報
告
書
」

の
作
成

　

組
合
は
、
事
業
年
度
終
了
後
、
速
や
か

に
決
算
関
係
書
類
、
事
業
報
告
書
を
作
成

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

決
算
関
係
書
類
と
は
、
財
産
目
録
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分

案
又
は
損
失
処
理
案
の
こ
と
で
す
。

※ 　

組
合
特
有
の
「
財
産
目
録
」「
剰
余

金
処
分
案
又
は
損
失
処
理
案
」に
注
意
！

⑶ 　
組
合
か
ら
監
事
へ「
決
算
関
係
書
類
」

及
び
「
事
業
報
告
書
」
の
提
出

　

組
合
は
、
決
算
関
係
書
類
、
事
業
報
告

書
（
業
務
監
査
権
限
の
組
合
に
限
る
）
に

つ
い
て
、
監
事
の
監
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
監
事
は
、
受
領
し
た
決
算

関
係
書
類
、
事
業
報
告
書
に
つ
い
て
、
監

査
方
法
・
内
容
等
を
記
し
た
監
査
報
告
を

作
成
し
ま
す
。

⑷ 　
監
事
に
よ
る
監
査
の
実
施
及
び
監
査

報
告
書
の
作
成
・
通
知

　

監
事
が
監
査
報
告
を
理
事
に
通
知
す
る

ま
で
の
期
限
と
し
て
は
、
組
合
か
ら
決
算

関
係
書
類
が
提
供
さ
れ
て
か
ら
原
則
４
週

間
を
経
過
し
た
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
監
事
が
４
週
間
以
内
に
監
査
を
終

了
し
、
監
査
報
告
を
通
知
す
る
こ
と
は
特

段
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

⑸　
出
資
金
の
変
更
登
記

　

期
中
に
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
で
出

資
総
口
数
及
び
払
込
済
出
資
総
額
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
、
年
度
終
了
後
４
週
間
以

内
に
監
事
の
証
明
を
つ
け
て
法
務
局
に
変

更
登
記
の
申
請
が
必
要
で
す
。

⑹　
理
事
会
招
集
通
知
の
発
送

　

理
事
会
開
催
日
か
ら
１
週
間
前
ま
で（
定

款
で
定
め
た
期
日
）
に
到
達
す
る
よ
う
に

発
送
し
、
日
時
、
場
所
、
議
案
及
び
そ
の

内
容
に
つ
い
て
通
知
し
ま
す
。
た
だ
し
、

理
事
全
員
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
限
り
、

招
集
手
続
き
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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⑺　
理
事
会
の
開
催

　

理
事
会
で
は
、
通
常
総
会
の
開
催
及
び

議
案
の
議
決
を
す
る
と
と
も
に
、
監
事
の

監
査
を
受
け
た
決
算
関
係
書
類
、
事
業
報

告
書
の
承
認
を
行
い
ま
す
。

⑻　
総
会
招
集
通
知
の
発
出

　

理
事
長
は
、
通
常
総
会
の
会
日
の
10
日

前
（
定
款
で
定
め
た
期
日
）
ま
で
に
組
合

員
に
到
達
す
る
よ
う
、
総
会
招
集
通
知
を

発
出
し
ま
す
。
議
案
の
ほ
か
、
会
議
の
日

時
、
場
所
等
会
議
の
目
的
た
る
事
項
を
示

す
と
と
も
に
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
た

決
算
関
係
書
類
、
事
業
報
告
書
及
び
監
査

報
告
を
添
付
し
、
組
合
員
に
提
供
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑼　
総
会
の
開
催

★
通
常
総
会
に
つ
い
て

　

事
業
年
度
終
了
後
２
ヵ
月
以
内
（
又
は

３
ヵ
月
も
可
能
。
た
だ
し
、
定
款
変
更
が

必
要
）
に
開
催
し
、
決
算
関
係
書
類
、
新

年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
案
、

役
員
改
選
な
ど
、
先
の
理
事
会
で
決
定
し

た
提
出
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
す
。

★
通
常
総
会
に
お
け
る
最
低
必
要
議
案

　

① 　

事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書
類

承
認
の
件

　

② 　

事
業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に
経

費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件

　

③ 　

借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
決
定
の

件

　

④　

手
数
料
の
最
高
限
度
決
定
の
件

　

⑤ 　

役
員
報
酬
決
定
の
件
（
支
給
す
る

か
否
か
、
す
れ
ば
そ
の
額
）

　

定
款
変
更
す
る
場
合

　

⑥ 　

定
款
（
一
部
又
は
全
文
）
変
更
の

件

　

⑦ 　

定
款
変
更
認
可
申
請
に
お
け
る
字

句
の
一
部
修
正
委
任
の
件

★
議
決
事
項

　

原
則
と
し
て
議
決
権
の
過
半
数
で
決
し

ま
す
が
、
①
定
款
の
変
更
、
②
組
合
員
の

除
名
、
③
解
散
又
は
合
併
な
ど
に
つ
い
て

は
、
３
分
の
２
以
上
の
多
数
に
よ
る
特
別

議
決
を
要
し
ま
す
。

★
議
決
権
・
選
挙
権
は
平
等

　

組
合
員
は
、
出
資
口
数
や
組
合
事
業
の

利
用
分
量
等
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
、議
決
権
・

選
挙
権
は
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
緊
急
議
案

　

出
席
組
合
員
の
３
分
の
２
以
上
の
同
意

に
よ
り
緊
急
議
案
と
し
て
議
決
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
議

案
の
提
案
や
議
決
に
参
加
で
き
る
の
は
自

ら
出
席
し
た
組
合
員
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
組
合
員
の
除
名
な
ど
事
前
に
一
定
の

手
続
き
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
事
項
の
議

決
は
無
効
で
す
。

★ 

役
員
（
理
事
・
監
事
）
改
選
の
年
は
理

事
会
も
開
催

　

役
員
は
定
款
に
定
め
る
任
期
毎
に
、
理

事
・
監
事
の
定
数
を
総
会
の
場
で
選
挙
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
選

挙
は
１
組
合
員
１
票
に
よ
る
無
記
名
投
票

を
原
則
と
し
ま
す
が
、
出
席
者
の
中
に
異

議
が
な
い
と
き
は
指
名
推
選
の
方
法
に
よ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

選
挙
で
役
員
が
決
定
（
就
任
承
諾
）
す

る
と
、
役
付
理
事
を
互
選
す
る
た
め
、
理

事
会
を
開
催
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
理
事
全
員
の
同
意
を
得
て
、
理

事
会
招
集
の
手
続
き
を
省
略
し
た
旨
を
議

事
録
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
役

付
理
事
の
選
任
は
理
事
会
で
行
い
ま
す
）

⑽　
総
会
議
事
録
の
作
成

　

理
事
は
議
事
録
を
作
成
し
、
そ
の
議
事

録
を
10
年
間
、
事
務
所
に
備
え
て
お
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑾　
決
算
関
係
書
類
の
提
出

　

通
常
総
会
終
了
後
２
週
間
以
内
に
、
決

算
関
係
書
類
に
通
常
総
会
議
事
録
を
添
え

て
所
管
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
県
知
事
所
管
組
合
は
中
央
会
へ

１
部
送
付
く
だ
さ
い
。
県
知
事
以
外
の
所

管
組
合
は
、
各
々
行
政
庁
へ
１
部
、
中
央

会
へ
１
部
送
付
下
さ
い
。

⑿　
定
款
変
更
が
あ
っ
た
場
合

　

所
管
行
政
庁
へ
の
変
更
認
可
申
請
を
行

い
、
認
可
後
、
変
更
登
記
が
必
要
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
中
央
会
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

⒀　
役
員
変
更
の
場
合

　

役
員
改
選
を
行
っ
て
役
員
の
氏
名
や
住

所
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
所
管
行
政
庁

に
届
出
が
必
要
で
す
。
県
知
事
所
管
の
組

合
は
、
中
央
会
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
代

表
理
事
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
就

任
し
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
変
更
の
登

記
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
前
回
と

同
一
人
が
再
選
さ
れ
た
場
合
で
も
登
記
が

必
要
で
す
。

⒁　
税
務
の
申
告
・
納
税

　

事
業
年
度
終
了
後
２
ヵ
月
以
内
に
、
通

常
総
会
で
確
定
し
た
決
算
に
基
づ
き
、
所

管
税
務
署
・
県
税
事
務
所
・
市
役
所
（
又

は
町
役
場
）
に
、
法
人
税
、
消
費
税
、
事

業
税
、県
民
税
、市
町
村
民
税
等
の
申
告
・

納
税
を
行
い
ま
す
。

事
前
に
中
央
会
へ
相
談
を

　

総
会
の
準
備
や
運
営
、
事
務
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
は
、
本
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

☎
０
８
３
―
９
２
２
―
２
６
０
６
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高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
学
ぶ

 

講
習
会
を
実
施
！

　

中
央
会
の
組
合
活
性
化
支
援
事
業
を
利

用
し
、「
顧
客
サ
ー
ビ
ス
に
用
い
る
エ
ス
テ

テ
ィ
ッ
ク
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
１
月
19
日
、

山
口
市
で
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
全

国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
の
普

及
委
員
・
島
田
礼
子
氏
を
講
師
に
招
き
、

座
学
講
習
の
後
、
実
技
研
修
が
行
わ
れ
ま

し
た
。実
技
は
ペ
ア
に
な
っ
て
施
術
し
合
い
、

事
前
に
説
明
を
受
け
た
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

す
る
よ
う
に
実
施
し
、
適
宜
、
講
師
か
ら

の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。講
師
か
ら
は
、「
業

界
全
体
が
厳
し
い
時
代
で
あ
る
が
、
若
い

組
合
員
も
増
え
て
き
て
い
る
。
生
き
残
っ
て

い
く
た
め
に
も
髪
を
切
っ
て
整
え
る
理
容

以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
高
品
質

な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て

お
客
様
を
お

も
て
な
し
す

る
こ
と
が
客

離
れ
の
防
止

に
つ
な
が
る
」

と
の
お
話
し

が
あ
り
ま
し

た
。

　
３
月
13
日
〜
14
日
、
中
小
企
業
組
合
士

の
資
質
向
上
及
び
組
合
士
間
の
総
合
交
流

を
図
る
た
め
、
萩
市
で
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
始
め
に
、
国
土
交
通
省
よ
り
全

国
モ
デ
ル
道
の
駅
に
選
定
さ
れ
た
ふ
る
さ

と
萩
食
品
㈿
（
萩
し
ー
ま
ー
と
）
等
の
取

組
に
つ
い
て
組
合
よ
り
説
明
を
受
け
る
と

と
も
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」

に
ち
な
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
完
成
し
た

「
ふ
み
御
膳
」
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
萩
ブ
ラ
ン
ド
㈿
の
組
合
員
で
あ

る
萩
ガ
ラ
ス
工
房
㈲
で
は
、
戦
略
的
基
盤

技
術
高
度
化
支
援
事
業
・
サ
ポ
イ
ン
認
定

等
の
取
組
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
萩
ガ

ラ
ス
の
製
作
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
４
回
麻
里
布
酒
祭
を
開
催
！

岩
国
市
中
通
商
店
街
振
興
組
合

（
松
川
卓
司
理
事
長
）

　

３
月
８
日
㈰
、
岩
国
市
中
通
り
ア
ー

ケ
ー
ド
街
に
て
、「
第
４
回
麻
里
布
酒
祭
」

が
開
催
さ
れ
、
昨
年
を
３
割
程
度
上
回
る

約
７
、０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
ル
岩
国
の
酒
と
食
を
岩
国
の
駅
前

の
街
で
楽
し
む
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

岩
国
市
内
の
全
５
蔵
の
酒
の
試
飲
会
及
び

４
蔵
の
販
売
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
他
に
も

酒
の
肴
に
な
る
料
理
の
提
供
や
、
新
鮮
な

野
菜
を
販
売
す
る
「
軽
ト
ラ
新
鮮
組
！
」

の
同
時
開
催
な
ど
、
来
場
者
を
飽
き
さ
せ

な
い
工
夫
が
満
載
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
４

年
目
と
な
る
今
年
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
を
防

ぐ
た
め
、
新
た
に
「
麻
里
布
酒
祭
鍋
」
を

考
案
。鶏
肉
や
蓮
根
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

地
元
の
野
菜
と
酒
の
ま
ろ
味
で
仕
上
げ
た

鍋
で
、
用
意
し
た
３
０
０
食
は
完
売
と
な

り
ま
し
た
。

い
ち
ご
ま
つ
り
を
開
催
！

里
の
厨
事
業
協
同
組
合

（
友
弘
啓
代
表
理
事
）

　

３
月
７

日
㈯
、
光

市
の
農
業

振
興
拠
点

施
設
「
里

の
厨
」で
、

光
市
特
産

の
い
ち
ご

を
Ｐ
Ｒ
し

消
費
拡
大

を
目
指
す

目
的
で
「
い
ち
ご
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
い
ち
ご
の
特
売
を
行
っ
た
ほ
か
、
い
ち

ご
大
福
等
の
ス
イ
ー
ツ
商
品
が
用
意
さ
れ

ま
し
た
。
限
定
商
品
は
早
々
に
完
売
す
る

な
ど
盛
況
で
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
は
、
毎
年
恒
例
の
「
い

ち
ご
の
り
ま
き
づ
く
り
」
で
す
。
こ
れ
は
、

10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
並
べ
た
テ
ー
ブ
ル
に
親

子
ら
が
並
び
、
ラ
ッ
プ
の
上
に
海
苔
、
食

パ
ン
、
レ
タ
ス
、
イ
チ
ゴ
を
置
い
て
一
斉
に

く
る
り
と
巻
く
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今

年
は
中
央
会
主
催
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
で

作
成
さ
れ
た
特
大
の
看
板
が
目
を
引
き
、

訪
れ
た
観
光
客
も
立
ち
止
ま
っ
て
鑑
賞
し

て
い
ま
し
た
。

萩
地
域
の
観
光
業
の

 

取
り
組
み
を
現
地
に
て
学
ぶ

実技研修の様子

いちごのりまきづくりの様子

山
口
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

（
角
野
悦
雄
理
事
長
）

多くの人で賑わった

山
口
県
中
小
企
業
組
合
士
会

（
的
場
弘
司
会
長
）萩ガラスの製作体験
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「
や
ま
ぐ
ち
６
次
産
業
化・

農
商
工
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

促
進
交
流
会
」に
出
展

　
３
月
17
日
㈫
、
県
産
農
林
水
産
物
を
活

用
し
開
発
さ
れ
た
山
口
県
ら
し
い
新
商
品

を
一
堂
に
展
示
し
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
農
林
漁
業
者
・
中
小
企
業
者
と
食

品
産
業
事
業
者
等
、
事
業
者
間
の
連
携
強

化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
促
進
す
る
た

め
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会

会
員
組
合
の
㈽
志
舞
、
里
の
厨
事
業
㈿
、

㈽
の
ぞ
み
会
、
㈽
岩
国
尾
津
っ
こ
、
㈽
う

ず
し
お
母
さ
ん
の
店
加
工
部
、
㈽
み
ん
と

村
、
㈽
が
ん
ね
栗
、
潮
彩
市
場
ほ
う
ふ
振

興
事
業
㈿
が
そ
れ
ぞ
れ
出
展
し
、
商
品
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
展
示
・
試
食
を
行
う
と

と
も
に
、

来
場
者
や

参
加
事
業

者
間
で
の

交
流
が
図

ら
れ
、
新

た
な
連
携

が
模
索
さ

れ
る
な
ど

充
実
し
た

場
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
を
契
機
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

策
定
の
重
要
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
本
会
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
重
要

性
や
効
果
に
つ
い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深

め
、
策
定
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
い
た
だ
く
た
め

３
月
25
日
、
宇
部
市
の
ホ
テ
ル
に
て
「
中

小
企
業
に
お
け
る
防
災
・
減
災
力
向
上

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
事
業
継
続
実
践
事
例
と
し
て
皆
成
建

設
株
式
会
社
の
南
達
哉
氏
よ
り
、
震
災
一

年
前
に
策
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
発
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
震
発
生
１
時
間
後
に
は
区

か
ら
の
要
請
を
受
け
業
務
を
開
始
し
た
事

例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

の
及
川
勝
政
策
推
進
部
長
よ
り
、
中
小
企

業
組
合
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
つ
い
て
の

ポ
イ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
非
常
食
を
備
え
る
こ
と
で
世

界
の
飢
餓
救
済
の
活
動
に
参
加
で
き
る「
救

缶
鳥
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
る
株
式
会

社
パ
ン
・
ア
キ
モ
ト
の
秋
元
義
彦
社
長
よ

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
が
あ
り
、
参
加

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
及
び
交
流
懇
親
会
を
行
い
、
講
師
並
び

に
出
席
者
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
向
け
た
情
報

交
換
行
わ
れ
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）

研
修
会・情
報
交
換
会
を
開
催

山
口
県
中
央
会
流
通
関
係
組
合
連
絡
協
議
会

（
西
海
俊
夫
会
長
）

　

３
月
17
日
、
県
内
５
つ
の
卸
団
地
の
協

同
組
合
で
構
成
す
る
同
協
議
会
が
本
会
の

組
合
等
活
性
化
支
援
事
業
を
活
用
し
て
研

修
会
・
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
下
請
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
下
請
か
け
こ

み
寺
」
に
つ
い
て
（
公
財
）
全
国
中
小
企

業
取
引
振
興
協
会
・
下
請
か
け
こ
み
寺
相

談
員
の
田
村
健
氏
を
講
師
に
研
修
を
行

い
、
下
請
法
に
基
づ
く
親
事
業
者
に
対
す

る
４
つ
の
義
務
と
11
の
禁
止
行
為
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
か
け
こ
み
寺

の
無
料
相
談
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
各
卸
団
地
協
同
組
合
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら

は
、「
下
請

法
等
組
合
員

企
業
に
有
益

な
情
報
を
収

集
で
き
た
。

積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
た
い
」

と
の
声
が
あ

が
り
ま
し

た
。

経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

山
口
県
中
央
会
中
小
企
業
振
興
会

（
田
村
充
正
会
長
）

　

３
月
17
日

㈫
、
会
員
へ

の
旬
な
情
報

提
供
と
経
営

に
必
要
な
知

識
を
習
得
し

て
い
た
だ
く

た
め
に
経
営

力
向
上
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

ま
ず
、「
従

業
員
を
守
る
！
会
社
を
守
る
！
過
重
労
働

改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
特

定
社
会
保
険
労
務
士
の
上
條
昭
夫
氏
か

ら
、
健
康
障
害
や
労
災
事
故
に
繋
が
る
可

能
性
の
あ
る
過
重
労
働
の
改
善
に
つ
い
て

紹
介
し
、
そ
の
後
、
中
央
会
指
導
員
よ
り

外
国
人
技
能
実
習
制
度
並
び
に
も
の
づ
く

り
補
助
金
等
施
策
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。

　

上
条
社
会
保
険
労
務
士
の
講
演
で
は
、

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
を
防
止
す
る

た
め
に
事
業
者
が
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け

な
い
こ
と
や
、
36
協
定
の
意
義
・
留
意
点

な
ど
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
、
受
講
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
中
小
企
業
に
お
け
る
防
災・

 

減
災
力
向
上
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

展示の一部

研修会・情報交換会の様子

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
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景況動向

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

月次景況調査結果

業種別の景況
業　　　種 ２月期 対前月比

製

造

業

食 料 品 →

繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →
一 般 機 器 →
輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →
小 売 業 →

商 店 街 →

サ ー ビ ス 業 →
建 設 業 →

運 輸 業 →

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合
（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

平成27年２月期

　２月は、受注や売上が、一般機器、輸送機器
で増加し、食料品、窯業・土石製品、小売業、サー
ビス業の一部でも売上が増加している。旅館業な
どで大河ドラマ「花燃ゆ」の好影響もみられる。
　一方で、繊維工業、木材・木製品、印刷、卸
売業、商店街では売上減少の模様である。
　窯業・土石製品、サービス業（自動車整備業、
旅館業）、運輸業の人手不足・求人難は深刻化し
ているが、自動車整備業では対応策を打ち出すな
ど動きが出ている業種もある。
　現状は厳しいという声が多く、地方の景況は依
然として先行き不透明な状況にある。
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景況動向

　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

製

造

業

食 料 品
○　大河ドラマ「花燃ゆ」に伴う県内製造の菓子の売上増加の報告はない。バター
は報道ほどの不足感はなく注文で仕入が出来ている。 （パン・菓子製造業）
○　２月は１／23時点で昨年同月の売上をクリアしており、最終では＋25％程度の
大幅アップとなる見込み。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業
○　一般的には回復傾向といわれているが、まだまだその状況にない。受注状況は
引き続き低調で、販売取引先の状況も販売が伸びず厳しい。 （下着類製造業）
○　仕事量が減少気味だが、手が空かない程度にはある。 （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　新設住宅着工数は依然として前年を下回り、丸太価格も変化はない。（山口市）
○　公共事業の受注も若干あったが、受注量全体としては少ない。 （下関市）

印 刷 ○　期末にあたり２、３月の仕事量は例年どおりの推移と思われる。出版関係の低調、
単価の低下は続いている。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　前年同月に比べ出荷数量は増加している。災害復旧工事が本格化した事も理由
の一つだが、人手不足の問題を抱えたままで忙しい状況。 （砕石製造業）
○　石材加工業界に若者の参入もなく、委縮してきている。 （石工品製造業）

一 般 機 器

○　自動車関連、大型店や体育館などの構造物製造の組合員は、前月に引き続き
好調で、先月は思わしくなかった組合員も２月は好転している。
 （一般機械器具製造業）
○　自動車（バイク）、電子機器、産業用ロボット部品関係の熱硬化性金型が増加。
民生部品（家電部品、電子部品）の売上が伸び悩み、設備稼働率は微増傾向に
はあるものの、まだ受注量が不足している状況。 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器 ○　鉄道車両部門の作業量は順調に推移し不調な時を脱している。精密加工も後
数ヶ月は高水準の作業量を維持していく見通しである。（鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業
○　市内量販店への納入割合は、県外業者が増加しておりどの業種も苦慮してい
る。 （各種商品卸売業）
○　安くて良い海苔が出荷されず価格が高くて落札できない状況。消費の低迷もあ
り売上が前年対比で14．８％の減少となる見込み。 （乾物卸売業）

小 売 業
○　昨年２月は消費税増税前の駆込み需要もあり盛り上がっていたが、今年は苦戦。
 （化粧品小売業）
○　大河ドラマ「花燃ゆ」の影響によると思われるが、萩・長門方面でのカード利
用が若干増加。 （各種商品小売業）

商 店 街

○　２月は近隣の大型店でイベントがあり駐車場の利用は増加したが、組合員店舗
の集客とはならず、依然として厳しい状況。 （山口市）
○　商店街に人通りが少なく比例して売上が伸びない。イベントで集客を図らない
と売上の確保も難しく、今まで各店舗で催事を考えていたが、最近は卸売店と協
力して催事を実施。卸売店も小売店への販売が減少しており苦肉の策の模様。
 （萩市）

サービス業

○　売上げが増加しているお店が一部あるかも知れないが、大半のお店で売上が減
少していると思われる。 （美容業）

○　将来、自動車整備士不足が予想されるので、山口県でも国・業界・整備士養
成学校が連携して人材確保に取組むための連絡会を立ち上げる。（自動車整備業）

○　大河ドラマ「花燃ゆ」効果でグループ旅行が増加し昼食客、ビジネスの宿泊客
が増加し、売上が好転。人手不足が続いており募集をしても人が来ない。（旅館業）

建 設 業

○　土木は苦戦、建築はまあまあの様子。土木の入札価格は最低価格がほとんど。
地区業界の景気は良くないが年度末で少し忙しくしている。
 （土木工事業　柳井市）
○　２月は例年発注の少ない時期で、受注高は対前年同月比で40％。徐々に災害
復旧工事も減ってきている。 （土木工事業　萩市）

運 輸 業

○　依然として長距離ドライバー不足が影響しているが、なんとか対応している。
鉄骨の国内輸送は活発化しているが他の物流は横ばい。売上は前年同月比0.73％
の減少となった。 （一般貨物自動車運送業）
○　２月は寒いこともあってか、日曜祝日に加え月曜夜の利用減少が大きい。主要
燃料のＬＰＧは前年度の２月に高騰していたこともあり、前年同月比30％安価と
なっている。乗務員確保が難しく稼働台数も減少している。
 （一般旅客自動車運送業）

情報連絡員報告 平成27年２月期
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ものづくり補助金活用事例紹介

「ものづくり補助金活用事例紹介」シリーズ その17

（技術分野）　　金型
（類　　型）　　試作開発＋設備投資
（形　　態）　　小口化・短納期化
（会社概要）　 　当社は、71年の歴史を有する線材総合二次メー

カーです。高い世界シェアを誇る光ファイバー固
定用アルミスペーサーをはじめ、ステンレス製ワイ
パー用バーティブラ、メガネフレーム用チタン線など、技術力を要する製品を数多
く生み出しています。

（事業概要）　 　自動車用新ワイパーシステムのバーティブラは、ワイパーのゴムを支えるステンレス製の骨材
で、従来のバーティブラより肉厚があり、かつ高強度が必要です。生産効率の向上によるロス率
改善や、短納期を実現し、品質向上を実現することで海外メーカーの追随を許さず、５年後の月

産約150万本（40トン）で年間3.8億円の売上を目指します。

永岡鋼業株式会社
〒743-0021
光市浅江５－23－21
TEL：0833-71-0092　FAX：0833-72-0229
URL：http://www.nagaokakogyo.co.jp/

専務取締役
永岡　昌弘 氏

『自動車新ワイパーシステム用ステンレス製バーティブラ材の生
産効率向上および品質向上』

永岡鋼業株式会社
　今回のものづくり補助金を活用
して検査器具および治具を導入
したことで、品質確認が容易と
なり、また品質の安定化を図る
ことが出来ました。お客様から
の高まる品質要求に応えていき
たいと考えています。

「ものづくり補助金活用事例紹介」シリーズ その18

（技術分野）　　革新的サービス
（類　　型）　 　成長分野型　環境・エネ

ルギー（設備投資のみ）
（会社概要）　 　当社は、山口県全域及び

広島県・福岡県の一部にお
いて、地盤調査・地質調査・
地盤改良工事・井戸ボーリング工事などを行っています。『地域の皆様とともに歩む』
をモットーに、地元に根付く地域密着型企業を目指し、『目に見えない地下の仕事
を目に見える仕事へ』を社員一同が心がけ、日々取り組んでおります。

（事業概要）　 　住宅地で一般的に利用されている地盤改良法（柱状改良法）は、六価クロムが土壌を汚染し、
撤去時に高額な費用が掛かるという問題があります。
そこで、当社では、地盤改良機とＥＧケーシングとい

う鉄製の筒状の
ケースを用いた、
山口県初の環境配
慮型の新・砕石杭
工法を導入し、環
境に配慮した、新
たな工法に取り組
みました。

株式会社周南ボーリング
〒745-0612
周南市大字呼坂1197－９
TEL：0833-92-3010　FAX：0833-92-3012
URL：http://syunan-br.com/

代表取締役
原田　徳之 氏

『水質を守り液状化対策を行うための、新たな地盤改良工法への参入』
株式会社周南ボーリング

　今回の補助事業に取り組んだ事で、工期の短縮やコスト削
減のみならず、宅地地盤に対して安全、安心な工法だという
ことが確認出来、今後の事業拡大が期待できます。
　御施主様の大事な土地の資産価値を高め、これからもずっ
と保持していける様な事業展開を推進して行きます。
　今後共、㈱周南ボーリングがより一層御客様のニーズに応
えていける様、社員一同精進して行く所存です。
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中央会ＰＲ

“山口のいいもの”を全国に売り出すための戦略を学ぶ
　本会は２月24日㈫、平成26年度消費税転嫁対策窓口相談等
事業の一環として「話題の日本百貨店バイヤーに学ぶ！” 山
口のいいもの” を全国に売り出すための戦略」と題して講習
会を開催し、39名が参加しました。講師の株式会社コンタン
代表取締役鈴木正晴氏は、ものづくりの担い手にお金がまわ
る仕組みを作りたいという思いを持ち、日本の優れものを紹
介する小売店「日本百貨店」を首都圏等で７店舗運営され目
利きとして定評があり、消費者・作り手・バイヤーそれぞれ
の目線に立った次のような考え方が紹介されました。

・ 　新規参入よりも継続注文が難しい。売ったら売りっぱなしではなく、売る側が売りやすいように情
報提供を行い、取引先との人間関係を深めることが肝心。
・ 　バイヤーに忘れられないための対策が重要。（名刺に資料をホッチキスするなどして工夫）
・ 　商品の企画段階で、お客様はなにを求めているのか、値段、売る場所、量、見せ方、並べ方、手に
取りやすさ等を考え抜くこと。
・　商品開発に行き詰まっても、最初のコンセプト・軸がぶれないようにすること。

　参加者アンケートでは、「販路拡大のヒントをいただけた」「遠慮をしない！思いやりが大切！など大切
なキーワードをたくさん頂けた」と好評でした。

決算・税務等講習会を開催
　２月25日、山口市「小郡ふれあいセンター」にて、「組
合決算」「26・27年度組合関係税制」「税務申告書作成」の
ポイントを習得するための講習会を開催しました。
組合決算のポイント
　① 　翌期の教育事業に充てるため賦課金を仮受金等とす

ることができ有利であるので利用した方がよい
平成26年度適用となる税制等の注意点
　①　 質の高い設備の投資では購入先の証明が必要となる
　②　 利子および配当に課される「復興特別所得税」は所

得税と合計して記入する
平成27年度改正税制の主な内容
　① 　資本金１億を超える法人の法人税は下がり、協同組合

等の軽減税率は現行のままで２年延長される。（800万円
以下の所得：税率15％、800万超の所得：税率19％）

　② 　雇用者給与等支給額が増加した場合の税額控除の見
直し

　③ 　地方拠点強化税制の創設
　④ 　協同組合等の貸倒引当金の特例は適用期限を２年延

長等
　最後に、税務申告書の作成では、例題を解きながら加算
する金額や減算する金額を申告書様式に記入し、申告のポ
イントを学びました。

人事異動のお知らせ
　４月１日付けで、連携支援部連携支援第
二課参事として、加藤聡一を採用しました。

新任のごあいさつ
　商工会で勤務した経験
を活かして、会員の皆様
に貢献できるよう精進致
します。
　どうぞよろしくお願い申
し上げます。
 　加藤　聡一
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印刷製本　株式会社 桜プリント社

　防府市の栄町商店街振興組合で飲食店を営み、同組合の理事長でもある
下村千穂子さんにお話を伺いました。
　下村さんが経営される「Avanti-cafe」は４月で13年目を迎えられます。
店内にはキッズコーナーが２カ所あり、平日もママ会で賑やかだそうです。
　好きな言葉は「人生は心一つの置きどころ」。趣味は「チョークアート」で、
店内にも作品が飾られてあります。
　栄町商店街は若手女性の店主が多いことが特徴で、イベント等は若手女
性が中心となって意見を出し合い、企画されています。組合ＰＲをお願い
したところ、「毎年ゴールデンウィークに開催するイベント“カリヨンカー
ニバル”は今年30回目を迎え、キッズモデルショーやビーチサッカーなど
ファミリー層に楽しんで頂ける新企画を考案中です。イベント等を通じて、
商店街の皆が力を合わせて一つになれるように頑張ります」と笑顔で答え
て頂きました。

2015Apr
今月の

さわやかレター

栄町商店街振興組合
下村　千穂子さん

 編集担当者よりお知らせ 
　新年度となる５月号よりレイアウトを一新し、左綴じ、横書きに変更
します。これからも皆様にとって有意義な情報提供が出来るよう努めて
まいりますので、今後ともご愛読をよろしくお願いします。


